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抗酸性菌と Coli及び Candidaalbica凶との

共棲に関する研究 ( 1 ) 

横井敏夫

U~海道k子

( Hi{不1132イ12刀 lヲ11交付)

緒 百

Mycobacteria を主としてその物'i!Ji\~4jの相ißから

分傾せんとしたり，必いは'>(IJrti毒|込iと弱毒l:fiとの生物学的

なぞ~を代議jの lí!Ìから追求:せんとした研冗は古米甚だき長

い。例えば BlochJ)，Wilson幻等は脱水素僻影作用によっ

て毒力的と弱志向とを鑑rjlJし 1";:¥1;3)戸田，占11じめは ca-

talase， peroxidaseの強弱を定量的に測どする事によっ

て抗酸性l込iを分傾しNると述べている。又山吋5)は物質代

目射の定性的手をj立により|正I型を鎌引]しようと試み，安心香酸

サリチノレ酸，ブレンツカテヒン等による内部呼吸の変化，

種々なる基質の酸化による呼吸民の変化及びIfuJ然性酵素の

有無等について!湘べている。内藤6)7)はテルリフトと陥酸

鉛加情士山に於ける各|有の会育，及び還元能から抗酸性的を

分類せんとし，今野8)は培養I1在、液中に出現するニコチン酸

を定量する事により，また著者9)は|法lの生11'，i単位，手L酸脱

水素隙素活性等~:の時間的消長を観完ぎする事により，fwJれも

i制法l羽生1の鑑別を11わんと志した。然し以l二のすべてを総

合しでも，いまだ確実にI:f，i型を鑑t.lIJし13るような方法l立見

いだされていない。然しながら動物夫験を行わずして|岩の

毒jJの弧弱を判定し，またはl利型を鑑別する事は，結核問

冗上非常にif(裂な問逝であるので，員=省はこれ迄と呉った

観点からこの問題を追求せんとし，以下lこ械で干するとと

き共棲実験をiiった。 HIJち本実験は，抗酸性I'，:iの色々な

strain こ適当な他の|却を共棲せしめた場合，毒jJを異に

寸る Mycobacteria の l 'fi株間 lこは，その発育上乃至iif~

，;I)j泊，fJ!L 相互に|式叫し得るようなホlJ，isを共棲によって生

ずるか台かを調べようとしたものである o HiJち著者は，若

しかかる十r!違が見られるならば，これによって強毒株，弱
存十本間のi'¥:却におlナる相違の一端を知り，ひいては向型の

ヨH}L鋭百1]にも利JIJしれjるのではなpかと考えた。この考
えは， liiJじ抗酸|込iであっても悩株|出型を異にするものの山

には代謝過れにおいて"]然具る FDiがあるに進いないと弓う

J也じとから U\~きしたもので，右し代謝が異なればその代謝産

物も異る筈であり，従ってこれに適当な!込|を共棲せしめた

場合[こもそれぞれ異った変化が見られはしないかと期待し

たものである O 共棲|剥としては人体と関係が深い向種と言

う必味から，体内;常住|ねである大阪l肖，ブドワ状球|者，変

型:W，Candida albicansを選び，これに抗酸性的の各
妹をそれぞれ共桜せしめた。その結果 s 人型l込i強志株とりり

存株聞に共棲j点滅において互に鑑l，jiJし得るような中tj迭を見

il.¥し得なかったが， I¥¥i型を異lこしたものについての共棲Jだ

験においては， 2，3の興味ある九l見を得たので，その成総

をここに報告したいと忠う O

実験方法

I )抗酸性菌株 {中里子株， H 37 Rv株， 古111B株，

(以 L.(，材1しも人型l'ti強毒株)，今、付吉:文字H(人J目的弱}主

妹，以ド今吋株と略記すれ H37 Ra 株「人型的知毒株)， 

'BCG 子研株，竹尾株， F株， Av株，細谷株(以上!IJ}れ

も烏型1*1)， M. phlei， M. smegmatis，芝B1160，芝B

327， Grass， Courmon，モルILモル血各株(以と何れ

も非病1忌性抗酸性|礼以トゴICVLI込lと略記す)。尚本論文lこ於

ては以ド便t'J:1，人型I;M各株及び BCGを総称して「結核

I'idと記依する事にする。 1日各株のうち H37Raぽ(立予

防衛生研究所より分譲を'三げたるものであり，他はいずれ

も当研究所保存のものである ι

II)共棲菌株 B. coli communis 以下 Coliと略

記打 o Staphylococcus aureus 寺島妹(以下 Staphylo

と略記すれ ProteusOx 19 (以卜 Proteusと略記す)0

Candida albicans F A-1001株(以下， C. alb.と略記

すみ以上の存|社l種は北大医学部:rllll'{iより:;j-J'主を受けたも

のである t/d以上の I'ti種を総初、してJ..;.( ド，I-~~t.主 i 1\i--! と記紋

することにする Q



庁司、'J1/2 

グ 市'J3/4 /f 

;，甘:抗酸'ft:半:1 "i1I';~がj庁長、本ぷ山lの陥々全 líiiを !il bうるもの

制: か がコ/レベン O);ì'1，" ";~1 こ(まし三上る科!交むJ内

地し7こもの

/1 

ι 11 が ;-~li くなった状態をぶすもの

e: 11 がド[こitんだもの

芥:J 

¥'汀'Jわ)pl茸Eのi浪測測R即則'J定i法去 SZK.!ぶドキ主fイオンl比じ色，1によ「て
iJ以州J!山川[Ij;札iすす

1百)使用したツベルクリンの調製法 ，'J ，11 B付を

Sauton 存j:Ullこ8j' ，~JI i\Jt庁 1lt し， 之を;主引J「刊'J 心ρコ如く J川|ハI~然:ポ?汎lifり均)

rれlつfたこも口のjでjあうる ο
1m)世代時間の測定法 Youmans10)新川11) ノiの ii

ったプJij:による。 lllJちliilii';-IJilKirchner培地に 10-1mg 

より 10-6mg 迄階段|刊に稀釈した|何Uを持種し]'[:[がJYI

タ位して肉IfWr'Jにわjめて樹祭さ ~L る fl より I1げに 11:j'i: Uを ìlUJ ノι し

たL

がぱらぱらになって分散状出をノJ-;すもぷ/T 

U) 

I )抗酸性菌と共棲菌との共棲実験

;冶 lぷlこ'Jミす勾lく， M. phlei， M. smegll1atis えび

事責成験実

IJI)培地及び培養法抗酸f'IIA'1の的地は SautonJ;'i 

J山を快IIJ す。 ~HiliÆ'，i ， 1';;ノ目的は 3H-4Llf庁長. 結核lねば

1週間jより 3辿il'，JJ庁Aのもので， 1判明の手話育が最も良好な

るものをイ史111したG J'-、楼1¥'，[のうち C.albは Sabouraud

J:，~-J山 1 日 -2IJr!êf誌のものを111 い， i也の 3種は普通寒犬lこ

lU-2iJよ乃花のものを用いた。

IV)共棲実験 各抗酸性的は Sauton培地ム山ーの i日

刊を一白耳取り， 40 ml入滅的 Sauton培地(100m 1入

二fljゴ 1レベン1+')，ムIflllこ修し "llll'，jJ:，'h'.:して雑i{，iのi見ノ、
しないがを伶めた 1，)1，棟以1，手i位校(例制度 0.02より0.07

I/L迄())もの)をヒへ y トに工 0.2ml引うj-?I: J/;.長しfこ勺礼

服十I:i:f，jの危育(j J，'¥5¥' 5 r1 11と10U! iに|ィ'[lI';¥u)l J、 1L~をkは??干

し， 後イヨーは L廷にIcilじhil、でおlしい SautonJ:/n也に桃代を

1) J!:6し， いずれの場合も 5l:11Jと 101111 の 1:'ilJ~!につい

てその必育状態を記録した。

V)共棲菌及び抗酸性菌の増殖度jJlIJ定 )I~楼 !;.I の j己育

をrW.]べるには，抗酸I!iと)1，1三精子をした 10111 i U) J:，";養液を
:巳予lil(iピぺソトで取り，これをIJII熱材lねした後 i}たたIt{，iI 

fエレマillil，'!， iJ1dミ!i650 mμ を{史It])によって籾濁!えを

しんだc このJAf干のXj!!(!は抗酸悦l込!のみをJ庁長した晴子l'V.，fj、

{伎である Q 抗酸性げJの;t育は次の!J!Iき記りをもって表わし

た乙

一，-，抗酸性l両院がI自主叫んfti紙、1(lit古ω約 1/4モ，'iめるも
()) 
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同j日|込i!ま， Coli， Staphylo， Proteus， C. alb u) 4 !'!，Ifofと

) I~ ~こ J/f i主した助六!!;f主 ir ，'~ÎU) 11[¥1竹山U)勾IH!二J;l)らず，)、件、に，1/:，

て)<jjl(! lj;'l~支刊二 l為市独l肘守j と i凸J IJ~の l~~'JÌ!:i状態を ~J、しだ u

{日し初、代2代1=1に於ける M phleiは，じoliと共棲せし

めた場合にそのJ骨勉が対jl，f;i1こ比し没5J't耳jえられる傾向を'1く
し， It川よ

lド川り吋引lJÆ泌必必して見ると'幾分l~'守備の抑えられる ιおも縫かにある

が，対照と16J伎のl曽舶をぶすJtj合も|日i艇に見受けられたの

で， この!!X:悩は constantなものと(ま!↑えないかも知

れぬれ fi'，i/-_;:~ 3材、のJ/L内定 1'，'，1111 M. smegmatisのみは

Sauton L;';J也において起だ興味あるJ白川状態を小した。J!IJ

ちこのI{IはんT安ラ 11:/ 頃になると沿んどん1'f1;5)、ω|込i!V~が卜­

lこ ;tみ，そのあとりiた」也2< 1~iには他めて ì'~!jい iri lJ'えがタs\lされ

るのを特徴とする Q

i欠[こ4f重と )I~中妻 l社!と }\Iこ H 37 Rv， 占IIIB，BCGの

九十止を防長、した助合の l戊i演をはる[こ Proteus1えび

Staphylo と )I~f主せしめた際には対J!t，1と呉らないか， Coli

ノu<び C.albと)'J妻せしめたぬ合には明らかに ;8育の抑jえ
られる傾向がdめられた。この.(i，は M.phlei， M. sme- 態にそ)~を必èt;JJ:Jな II cむiし第 l凶lこ小したごとく， Hれ

gma t1 s，鳥1~1'~.ìなどと異る μであるが， --7)本だ験の目的 のli¥i，f;j，:もそれ?r!.i虫lこ防長した対ji，Ci/こ絞べて著しい定化をぶ

のlつであった存}JtJ;と弱高はとりftlJif:は見11'，せなかっ している事はi主1-"に仙iする G HIJち対l'せでは|主iI肢が!手く， 11

たc UIJ ち~~ 2-:ムにはる1mく，人別的強子hl:iたる ('/'!l'j，H37 MなJ明地状態をノJ'しているωに反し， Coli， C. albを共

Rv， ~il[IB 作ほと人担I'{I ~J>J 1tj.:綜今村，カlt毒株 H37 Ra 及 怯せしめた切合は約一代2代11になると(I1Jれも期着なlfJ勉の

び BCGω3 材、の!日jには )l~惚だ岐に U'"て各ヤ l f-tIι:ω拾育状 t11lif;肋五比られ， 1訓肢がばら(まらω分散状態をぶすか，また

第 2 表 )-I~ 棲ブミ!lffi lこおげる 1'; 般↑1 同 1ωJ\'r;I ，6rft状態

♂ーゾJトン帯地

~首 l

Coli及び C.albと結核I¥-'，iとを

J1~他せしめたl-t~{?に bうける結校 Iri

の危育

柄拘Jが拘lえられ
たもの

。~

黒

Cコ

うf散状態をノびし
たもの

対
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は|利11¥立がJド治'に戸章一〈なり， II!jlこは全然l治組の傾向が見られ

な(，事もある。他 YJJh防 Ij'i似 IJ の JI;守備状態を~.!るに Proteus

は :!:;'L~主的との ~I~怯において全く J白地せず， Staphyloは保

かにl骨組がdめられた。 Coli，C. albのl曽備については次

項において述べる。

II)抗酸性菌と Coli及び C.albと共棲に関する

実験

I)の実験結果から共岐により抗酸性閣に影響を及ぼ

し作るのは Coli及び C.albの2碕のみである事を知っ

たので， jj'L酸性品iの1'[，i!J売のj仕組状態と Coli)えび C. alb 

のlff何Ij状態との関係をより，T制lこ"川べて見た。抗酸性|半iが
J宅地によりJ什泌を縫うf抑えられることは!日j述のごとくで為

るが， づ'jColi及び C.albの抑制状態を凡るに， :J¥::ず

Coli Iこ於ては，地代 1代目の場合，そのi凶濁!支はね核r:t，j

との共棲に於て 0.30から O.日6，鳥型'1 Phleiとの共岐に

おいてそれぞれ 0.56及び O.同司対照が 0.53を示し，

市佳代2代目の場合(:;.~;8抜 1 '，¥iと共怯せしめた場台 0.38-

O.ヲ0，鳥型， M. phleiと011ぐ懐せしめた場合それぞれ 0.54

及び 0.70，対11(10.63なる制濁!支を不し，対照[こ比し幾

分i函濁度の少いものもあるが大走ある l戊緩とは思われな

い。日11ち抗酸性I~\i との共棲により Coli の J詩植が特に抑制

せられると百う事はなかった。似し，結核!均と共lこ栴養し

た場合と非抗IÏ~，烏型的と共lこ栴養した場合とを比絞する

と，前者において Coliの発育は幾分劣るようであった。

Coli Iと比較すると C.albのJfi舶については甚だ興

味ある成仏がれjられた Illiち刷、代 111;:11に於て C.albの

例制度は対]1(¥が 0.04であるのにはし，中山枚以!とJ七十年せし

めた局合には 0.38より 0.70Iこ及ふ前い{IIIIを不す事がa

目される O 然しこの事は ~I 抗 I引との共憾においては見られ

ず， j凶濁皮はこのst1合それぞれ 0.02及び 0.08をボすに過
ぎないcIi'iJじく*i1E代2代目においても，対照が 0.06である

のに対し，手J:核 l込l と )I~出した場合の綱濁度は， 0.20-0.60 

鳥型， M. phleiとの共憾では 0.0ラ， 0.09の似をぷし，い

ずれのI場合も結核|有と ~tはせしめたJ1，\{ì- 1こ極めて著i リj な J骨

子'I!lがâ，t{ められる。 {Il しり虫干!ょ Ij!illl'~!J'，日 37 Rv株， ~J~-f1il判今

村株， jjlftiz松 H37 Ra 及び BCGjll万:O)lj'dlこは C.albの

ほ舶に対し~\~~のある態度は見られなかった。

皿) 鳥型及び非抗菌各株と C.albとの共棲実験

II)の'支験において， C. alb iま結核 I_\;i と J~Iこ格安し

た場冷旺盛なJ首舶を示すに反し， )弓型l'白， M. phlei等と

~1~楼せしめても対照と差のない J首嫡しか見られない事を~l

った。故lこ著者は後者， HIJち鳥型的4株，非:抗l'ti7株につ

いて，より詳細にこれらと C.albの培地状態を調べて

見た。その結果は第 3 表 lこノj~す üu く~'r'i柊 l勾と共棲せしめた

場合とは r皮正反対な関係が見られた。 日iJち鳥型|本l及びゴi
抗[五iは C.albと共棲せしめても，そのi曽勉が抑えられる

事はなく， 5 f=1 目に l!"~jJこ)乙増捕し， C. albの方は対

照程度の増姐しか見られなかった。之に反し BCG を)~械

第 5表 ソ←トン培地に於げる烏型菌，非病原性抗酸性閣と C. alb との)~模実験

でごご¥菌 J 九ti 芝:B!芝B 辿奇型開:jf，~.型
培菌、、 t~，↓ Ir____:'Cour-; ..，..._" TT -r:. "，TTT: 庁
養 後¥¥fの¥ !BCG| : |Gms;mon|モル II:モノレEI L 
L1 種¥状¥¥ 照 I 1160 ; 327 制HI't AvlF 竹尾
数菌[態¥

箇 l菌の; |トコ rr~ " H 1i" i詰 "i・l 
j 十 J凶殖 Ihtt ト I:十淵 1:';1 ~ i.，i1 Jr・111 1 

日 I_~:γ:… 0.03 二一一一一二J一二二二二二 一l)iJJ0111O  0ラ OのJ首硝 iv.V~ I 

i 菌|附の |九 I'↑~ ，:.1 甘.1州
!の
; み Jf'{ fll[ 寸 1 11 J1i :l | ナー 川・
歯菌の 1 引 1111liilIiil 引 dl~・
十[地積而 1， 1 ':.iJ I 同 I'fT ー ←Hilサ・ 1:tt 

10U V.  dlU  V.  dlU  ! 0・0410.40100.田 iO・011 0 0 1 0 0'  0.05 i 0・03 0.05 I 0.01 C. alb ， C. alb 1 ̂ ^_ 1 ̂ '̂  1 .. ^ '̂ 1 ^ 1 
のi泊M 1 V.V， V.TV  1 V.V/  ! v.V'  1 

}判 l的の， I "日 1:1' 詰 i::1 ・ lli 
の
|み|地稿 i H τ " 1 .'↑17111!11|!ll s l →j ・ ~íf H.rr 

.:肉践がj夜中に沈んだもの。

ム:悶映が薄い状態を示したものコ

菌と記載したのは抗酸性的をさす。
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第 4表 h椴 J「hV!と Coli，Candida浮との)1，棲実験に於げるJ:fj地 pHの消lく

)!、¥楼¥"¥ 使用 H 37 Rv ，']" I i I B B C G ，'，; 但 Sm叩 na Phl~i 
的、¥一¥応¥¥1 ! t'l 10 1 1 11 10 1 1 IJ 10 1 j 11 10 11 LI 10 1 1 11 10 11 11 

¥"人i

Coli ラ.4 ラ.6-6.0 ラ.4-ラ.8 5.6-5.8 ラ.4 5.4-5.6 

Staph 9.2 7.8-9.2 7.8-9.2 9.2 9.2 9.2 

Prot 9.2 8.2-8.4 8.8-9.2 9.2 9.2 8.4-9.2 

C. alb 9.2 9.2 8.4-9.2 9.0-9.2 9.0-9.2 9.2 

Control 9.2 8.4-8.6 8.6-9.2 9.2 9.2 9.2 

第 5表 ジ←トン J;';地に於:ナる )1、綾Iネlのj1'1;1 t;I~(状態と pH

J白j!t:I! 1i{ 
3 11 

J主係1¥'，i1会

Coli 
j司j嵐山
pH 

0.03ラ 0.1ラ
8.2 6.2 

Staph 
1凶法i反 l

pH 
O O 
8.2 8.2 

Prot 
制溺!立 l
pH 

O O 
8.2 8.2 

C. alb 
凶 j弱!支
pH 

O 0.02 
7.8 8.6 

しめると C.alb O)J腎怖は議':I)JIこ山辺され， 5 f3目lこi凶制

度 0.36，10 Ll ilに 0.4')をぷすにでるが，~1j BCGの

t断自にはぷの立11 く，ある下十'~，t抑制の傾 I I1Jが I;，Ë~ められてい

るC

IV)共棲実験中における培地pHの変化について

制的が増殖する場合， pHの影響rlこよりその J創出がん

右される事はJてうまでもない「従って Coli，C.alb と共

持せしめた場合に付:校i'f~i 0) JI;~ "1立がsILLI される 'j})~ もあるい

はpHによって;')~:I)J し 1~J るかも知れないと考え日怜に f'j'

うよ沖地 pHの消Jえを川!』べて見た。その式協はお4ぷlこ/J'¥す

如くである。点中の紋:宇は(，ずれも照子を 10日flにおける i式

養液の pHを測定したものでがI械i出と Coliとの共伎の場

合のみ陪地の pHli 5.4-6.0という必し】酸'jll二側iこ交じて

L 、るが， i山の;'Ujl!IJち Proteus， Staphylo， C.alb とのJI;

桜においては{lIJれも pH7.8~9.2 のアルカリ什に II まり，

J九段irl中山ほ訟のたl!lf!もpHi土8.4-9.2のア '1ノカリ 1'1で

あった C 次にソートンJM山(pH.7.2)I川こJV主|羊|のみを

防長した明白、における pHω消長を刊を迫って l制べでは

たO そω)&j引はおラぷに寸、す立11くである。こuに依れば，

Staphylo及び Proteusの .{jはこの問地仁l'において死i

んど榊植し得ない事が判り， 従って pH(土 8.2のままィ、

変である cC. albの以合ば恒めよfCuかではあるが崎'ITIの閣

lí'Jが rÎf~ められ， pHは 7.8より 8.4まで少しくアルカリ

fWlに炎、fじする O これにひきかえ Coliは凶街中長もどwな

干唾
雪 ii 8 11 10 1I 

生 l判J;]

0.19 0.24 0.39 日8
6.0 5.8 ラ.4 (ーラ)

O O 0.01 21 
8.2 8.2 8.2 (←ラJ

O 0.01 0.01 4つ
8.2 8.2 8.2 (-5) 

0.02 0.03 0.06 8 
8.4 8.4 8.4 (-5) 

羽子Il!ーをぶし 24lI!yiUJ 10.¥における悩i萄!支は 0.035に過ぎなか

ったがその後え厳にこの伯が上封し 3L1ElIこ0.15，10 Ll 

uには最終の 0.39をぶした。これに伴い pHも著しく変
化し， 24 II!HiiH交の pH8.2カ〉ら 3日討には 6.0，10日u
には与.4と強く酸性側に転じている。

かくのな11く抗酸'i'fl:F-iは C.albと共にtt養したJ易合，

取委初期からア lレカリ聞の pHの影響を受けることが判っ

たが Coli と)~に培養した場合には酸性側の影響を受ける

のであるから， Coli及び C.albの;!I<f安によって増殖を

tllJえられる事夫を， pHのみで解明する事は出米ないよう

に~、われる。ー力 C. albのl曽池については，この以iが酸

性培地においてよく禿育すると言う上塚等12)の報告もある

ので， Sauton J台地の pHを色々に変化せしめ， これが

Candida の Jf~1I;直に及ぼす影響を ~I~Jべて見た。 その成績は

お 6去にノjミす/mくである。 Il!Jち Candida 土 pHが 3.4

から 8.2位までの11'，]1こ於ては大体においていlじ程度の滑油

をノj，し，特に pHによる影響はdめられない ({liしpHが

2.0以トーになるかあるいは 9.2以上になるとipl植は者iリ」に

jl]Jえられるj。従つ一ζSauton培地においては， C. alb 

が刊に酸性側においてよく光台ーすると i=--:lう倒I白'Jii，i忍められ

ず，結核11¥1との共棲によってit育が顕著に促進される事実

もpHだけによって必l円することは山米ないと考える。
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第 B表 ソートンJilJ-Ul '1'1こ於ける C.alb 

ωjfj干'ifl，と pHとの関係

PT3竺T!日間 I 3 LI同 1711目 IOIJ回
000  0 

2.0 O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

3.4 

0.01 0.04 0.09 0.09 

0.01 0.04 0.09 0.09 

0.01 0.10 

0.01 0.0ラ 0.10 0.10 

0.01 0.06 0.10 ' 0.10 

0.02 0.10 

0.02 0.04 0.09 0.09 

0.02 0.05 0.09 0.09 

0.02 O. II 

0.02 0.06 0.11 0.10 

0.02 0.06 0.11 O. II 

0.03 0.11 

0.02 0.03 0.12 0.10 

0.02 0.03 0.12 0.10 

0.02 I 0.10 

0.02 0.02 0.02 0.03 

0.02 0.02 0.02 0.04 

0.02 0.05 

4.6 

6.2 

7.4 

8.2 

9.2 

ld'り!V:/は C.alb.ωi図濁!支を表わすc

V)ツベルクリンの coli.及び C.albの増殖に及

ぼす影響

C. albが手lii校i刈とのJけさによって普山にi向拙する'.R

を知ったので次にあう核的の治体!戊すよー代謝泣物，その[山を

JZむツベ/〆クリン(以トツ.と略記す)が C.alb.ノえび

Coli ωJ白地(こどのような彰響を及ぼすかをふ¥jべて見た。

HIJちツ.をソートン上たI山にて1希釈して 10fijブ.10Nii 

ツ. 1000(，'7ツ.をflり(pHは 7.2Iこ11M]製)，これに Coli，

C. albを技能し， IJを迫づて制混;J)良を測定した。 その)点

鋭は第 7Hにぷす/，(11 くであり，之を凶ボしたものが5(~2凶

及び第3凶である o t!11ち第2，第 31泊は各々 C.alb， Coli 

のJ:i'~YI自に及ぼすツ.の影響を凶示したものである。第 2 凶

からlijjらかなごとくツ.は著叫に C.albの増婚を促進す

る。民1Iち対}!\1は静養 I~4設を追っても，骨うんと、J将嫡傾向が見

られないのに反し，ヅ.を})Iじえた均台には、ソ.の浪!支が11?

り|吋るに従って， 1法 lの J曽備も亦著11月[こ Lf~')(するのがほられ

た。 Coliに対しても;良いツベ/レクリン(10!白， 100 的)

はその的安初期jlこ U~'-Cr川べると II)J らかに|ぷjO)l'M~ïを促Ji!)せ

第 E図 C. albの噌納Jこ対するツペノレク

リンの忌?年

11 

10 
/ 

X/  / 

/ 
，，/---

濁
在 ρ~r γ f。， A 

---

06 

05 

I 2 ， 4 5 d 7 8 9 ~ 
一一→百~

第 5図 Coliの増地lこ対するツベルクリン

の影響
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第 7表

一---------培養日数

'-------一 段種 H寺
保i及びツ濃度 ¥¥¥¥l  

Coli， C. albのJ内硝に対するツベルクリンの影響

円

U1
 

10 1(7 :;' 1JI1 

Coli 

100 1i} ッ JJII

Coli 

。

O 

O 

0.04 0.26 

o 0.05 0.24 
Coli 0.0芦 0.24

0.32 0.78 10 1i午、ソ JJII
o 0.44 0.76 

0.36 0.80 

1 山 M

o 0.11 0.42 

0.14 0.40 

1000 (，，"i 'ノ JJII

Coli 

大J Il({ 

C. alb 

100 fi >' JJII 

C. alb 

Il 

0.4雪

0.54 

O.ラ2

0.22 

0.22 

0.24 

0.05 

0.07 

0.02 

10001白ツ力11

C. alb 

対 )I/i

C. alb 

多少肉塊が (jギf:す、

第 8表

O 

O 

2 Il 

0.48 

O.ラ0

0.54 

0.24 

0.24 

0.23 

0.21 

0.26 

0.23 

0.08 0.18 

0.07 0.26 

0.04 0.22 

0.01 0.04 

0.04 0.04 

0.03 0.04 

5 11 

O.ラ0

O.言4

O.雪6

0.45 

0.44 

0.4ラ

0.58 

0.38 

0.47 

6ラ

10 日自の
培養基の pH

0.54 

O.雪4

O.ラ8

ラ.4

0.54 

0.58 

O.ラO

5.8 

0.74 

0.72 

0.70 

雪.8

O.ラ8 0.62 

0.6) 0.61 5.6 

0.46 0.64 

1.2 1.5" 

0.9ラ 1.4-::- 8.6 

0.8雪1.3件

印刷j，'[両立'1'11拘11、のiU:1¥:11，')' I日1につL、て

j，1 
1J、

16( I1 

16 

13 

9 

4 

山代
11午 r~j

26.目

19.3 

20.8 

19.3 

16.8 

i{，1 

11 

!II，[ 

持〔

it 

3.5 や

weへ
『

下

4

6

1
叶
イ

ポ
門
い

μ勺
ト

斗

門

0.86 

0.78 

0.84 

0.64 

0.64 

0.70 

0.10 

0.09 

0.10 

1.0"-

0.90 

1.20 

0.82 

0.78 

0.72 

8.8 

8.6 

0.14 

0.10 

0.11 

8.0 

[11: 日
11午[1:1

れ f'jr

今、1
 
1
 

j-ì午 i[l~ 111~{ 

，、h
v
J

川
巾
ー
す

H 37 RV 

-1'1 !ir B 

l:Bj 今村 B

B C G 7 

ドう 鳥羽竹尾

F 4 
型

AV  4 

I行
籾lyi- 3 

J'I'稀
'll有単1;1
7.7 
( 10-6) 

5.0 
( 10-6) 

23.3 
¥10-6) 

雪.7
(10-6 ) 

5.3 
(10 I 6) 

3.6 
(10-6) 

20 
(10-6) 

18.6 
(I0-fiJ 

23.7 
(10司 6)

3.4 

2.7 

3.4 

?と B 1150 

"2: B 327 

Grass 

Courmon 

モル H

モ 7レ班

Smegma 

Phlei 

11''1 A~ 11 '!:'{ 

4 

4 

4 

斗

4 

4 

4 

4 

Jl，ベ Mi
'I:_I:I，j rpr:， 

6.3 
( lO-fiJ 

7 
( 10司 6) 

久7
( 10-[;) 

21 
110-6) 

16 
( 10-6) 

11.3 
(10-") 

59 
(10-6) 

29.3 
( IO-D'， 

3.1 

4.1 

5.2 

3.4 

4.1 

4.7 

4.2 

3.宮
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しめる。即ちJ古美241時間後に 10f~f ， 100倍， 1000倍ツ.

lC植えた Coliのi骨組状態を比較して見ると，そのl図濁度

はそれぞれ 0，4雪-0，ラ2，0，22--0，24， 0，02--0，07であり

対照の 0，04--0，切に比較すると， 10 件、ソ.及び 100{;'下ツ.

において約5倍乃雫 10伐の子台育fJ[起を!沼め得る。 然し培

養後4811寺問Rになると 10併ツ， Iとおいて促進が司られる

のみで 100倍ツ， 1000ぽツ.は対1照¥1と|ド同Eげ司T可jじ科度の I

か見られずラ日↑問司， 10日間培養ではツ.のいずれの濃度に

ついても対照との問にさしたる相違を"忍めれjなかっ千二。

九1)使用抗酸性菌の世代時間について

はj主のごとくC， alb (まれ村主|込!との共ほにおいてIfE'J日

なるJ判舶を示すが，鳥引i有， ~I'抗附とのJ引退においてはめ

んと、 J~判立し得ない ο このことは結核閣の分裂速度と，馬主!

|対 7'r:r.ゴ l 抗 (f!のそれとのI!~にりなりの去がある事にその)以

内の iつを:jtめ得るかも知れない。 ltlJち鳥J\収iJえび ~I 十fL l'{i

:土111:1¥:11!ill'，]))¥lfiかいので=速やかにJ片手I!(し，従って Sauton

供l也rl1の栄'長¥うfを甲Ll号11こ寄ってしまう村井J:C， albの11守備

を ~'l さなくなるのではな l ，かと， i う可能ド1;が:汚えられる。

故(こ今後の研だの参考にするぷ味からも，イ史別抗酸ド[:11，1の

すべてωi'f;[;除についてモの|代((;11寺1ii1を州乏して見た。 結果
は第 B ぷlじJ~ ず\cll くである。 llP ち Jえのごとく結核1柄引、~W)

jJ I~代仲間jは 16 ， 8 II!i間から 26，ラ時間までの仰:を示したが

J宅担崎4株及び非抗的 7株のそれは遅いものでも 5，21時間

fjl.いものでは 3.1II~Jnりであり，前 rfのけ321トま大体にお

いて筏f'iの 5倍)'Ft、6fi"を'tcする'tトt))'rリワナこ〈

総括ならびに考按

-}.'H験lζ 於ける ICWJの-~つで、あったりTI(奇杭核I\\i と ~S}.m

*，'i校 I~自の 1\; ，4J 1のHfi主点を )1、防li-iとの)1;防1':験によって

知ろうとした日Aみは尖敗であった o lllJ ち人 '\)I;DL -f年!制'f'~!f ，

H 37 Rv，奇IIIBの3株及び人但弱若手段i今付， H 37 Ra株

の 2株，11，びlζBCGと Coli，C. alb とのよf1~惚に於て，こ

れ十年結F玄関は凡てそのl判明が村!!¥il乙較べて多かれ少なかれ

抑制されるととを知ったが，州市「有と弱一言動来!との問におい

て特l叶、H遣するlJ、を見LHすことはできなかった J 忠うに車!V

絞!引の一存)Jという1l'itさとは非;常!っ主械なものであり、 Dubos

13)も治くどとく host-parasite relationships によっ

て規定されるものであるから，微生物.;1(;.び lこ生体側の紋~

くの悶子を考慮しなければならず， in vitro におい ζ簡

単に強毒株と弱毒株を鑑別する方法のない事:は当然である

かも知れぬ。;を年，結校l正1の毒力を化学的に解明するもの

として Bloch14)の Cord factor， Choucroun15) の

PMKoなどが分離されているが，彼等及び Spitznagel 

16) らも :~J らかにしている ζ とく，これらの毒性物}民は

BCGその{也の弱志， 1rr~ jlJe 1 以 .j:~zからもmlil'，し得るものであ

り，これを以て結核IAiのと1:休J}1における高 }Jのすべてを九

I閉する官はできない。動物を用いずして粘陵附の吉川を判

定せんとする試みが多数なきれているにも拘らず，いまだ

確定的な!jil、を見111し件なl，J見1止においては， flオ"1けった

共陵ょ:験が，これに役イi~ち仰なかった習もLiむを r1 ないと

しなければなるまいご然しながらこの究験を通じて代々(土

次の立1Iき2つの興味ある匁lhtを得る事が山Atごo

その 1つは抗酸性的とよそに情義、した場合の C.albの

j~H.\自についてである。日pち C. alb まれII核1/1と)1;に Sau-

ton J}~.J 出に j庁長すると ~I};'I'によく j首ゅーするが， JlJtL j'{.iま

には円とのJlJ憾におけてはjfiんどJ首柏し刊ない事をおl

った。なお C.alb Ij (本も Sauton t;~地中ではめんどJ\"'l

似しないが，そのT叩由としては (i)陪士山中[こ Candidaの

必要とするだ青IklfTJ世は11駒山のエヰ、ノレギーとなり得る物

質が不足している為か，またはCii)r;¥地中のIJl(rトに Can-

didaの浴育を抑制する物1'1が(j'{七する為か，などが考え

られる。

従って付ft史的を共同せしめる了れにより C.旦IbがIn:，:i:

なJ断出を幻むに寸、った聞込!としては(i)付!核Iflの代乃jJ!f

物その他が C.albの泡育j首位のエネルギーになる為か，

( ii) おけ支 I~，iの代謝中に C. alb I乙対する抑制物質がi内}伐

される為かえは<ii i)培地f夜分が結核閣により C.alb 

の利用し得る形(て迄件解され，とれを C.albが利用する

よ守カ入勺の諸，r¥i、をえf;げることができょう c 第 1の，iJiiU'1が

肢も.}jえ妨げと忠われるが布11被 I'{'I の代 ~:~jlキー物をたむ1/~.{t-i:阜、

被がC， albのJIV怖を促進するという Iド'Ji!まHtl二Bry-

gool7)ノ1;も報告しているい1;であり，著者も本ンi~験にお， ¥て

ツ.が C.albのj断II(を促准する!拝を議めてし〉る。然しな

がらツ.にせよJj?美総i品、にせよトがめて健常佐な!戊;Iより li，;:る

ものでねしてそのうちどの部分が C.albのJ沖消に引の

役'，I;IJを思しているかについて1'¥ちにf:/fi;命をトすこと江川知

である。

更に )1;他現役に tl~;~~Fを及{ます factor としてはもっ

と後納九ら:1刈(-も考えれj=られる。 例えば C.alb はi'lL2のイミー

する醇午、件、府によって紡絞 l'おを.r'Z'I~" し，これによって岐壊

されたれii枝川作成 JIを栄子ど仰として干IjJllする!担により JI~lýl(

するのではないか，と， ，うようなだ{像もIIJ能かも 111れな

い}かかるだl像のもとにあっては， f にi\~lì的手113 と， ，うよりも

Candida によって似泌されるか向かと，'，うねの力が'f!法

になって米ょう。(口Jれにせよ結核I¥'.iとの )1，械において

CandidaがJ骨備を促進される事/士千Cjとであるが，その me-

chanismに関しては，いまだ技々の:日jI){:}tこ引は側めて

少い「この点[土今後lこ銭された問題として他IJのだぷにJ主

りだいと足、う。

;x; 2 にこの実験から )~J!J{'}tニ);IJ;[I，は Coli及び C.alb 
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と Jl~惨せしめた甥合のlA酸↑lU，\i のた肯 IC関するものであ 抗l\'î ， ~Jt'J I 'f i と J'~に出養した場合，後おのI創出こ始んど変

るo EPち結核l利は Candidaまたは Coliとの共袴により 化がない事は容易に期解し得られる。 C.albを結核問に

その増殖を抑えられるが，鳥型l'fi及び非抗l1'iではこの事が j~楼せしめた場合には，前述の刻l く前者の発育が促進され

起らない η 後者がそのj首舶を妨Pずられない事(土，総体的[こ 後者が多少抑え iちれるハ Candidaのずき育が促進されるこ

， "うと門司~.I~I!~i 及びゴi 抗 I:{，[の in vitroにおけるI}TIl力な11:;，¥ とについてはl況に考察したが，この事とが:核 I~Nの?を育がlm

y汀Jを4物均悶再るものであろうが， イ供j処セt;~刊試1

a叫Ib払. に土汀ナする態度と対比して見ると， 乙れのみではi説泊l明切 (は立υユ::J Iド企'1坑jえ，1: 1的~r判t均iなどよりも」層栄養上の雪安Ez千求が般しい|附剥であるか

つかなしい〉点が残されているようlににこ乙，巴、わjれれLるO らC.albが7正予告に増Ylb:する事によって結核i忠lの増結に対

先ず Coliを共棲せしめた場合について考えて見ょ する条件が不利になって米るであろうととは想像に如くな

うの Coli円身はソートシ明地!こよく増殖する。 ζれIUI い。

J!Cj'{jまたは烏!';'iiねを共防せしめてもそのJ将泊はH勺の影料: なおとのJお介にも， )l:;jミ Sautont，"r，地[こ /1:え仰い

を受けず，同時に:)1抗|生1，鳥巧'J閣の憎組も Coliの存在[こ C. alb に対し，早川支 1'1'.îの)~械はそのJ持舶を促進せしめ，

よってHA!}ι:{iされなl) 0 f!IJち Coliと非抗|早1，烏別的は )1抗|有，鳥寺仏河には ζのfノlo)刊がないと 1'-1う事実は，やはり

お互に indi妊erentI乙臼己の哨舶を常み，それそ、れの代 これら 2 つの型の抗限付 IV~î株の問に，代謝土の十lijをがある

7射過程は他方の増殖を促進もしないし阻害もしないのこの 事を司、すものと一与えるつ

JJJjfTお互のI引が Sauton1，守地中の同じ成分を同様に必で

とするものならば，それを双方で奪い作ってHI互に11判nが
!l11えられていい待であるが，{ttJれのl引のJ河内{(も対日(1とAの

ない!リ?を見ると，それぞれの栄義|ーの必求ばあまり近似し

たものではないように見受けられる。これに反し，結核!込|

を Coliと共楼せしめた場合には前ぷのJ白地があるね度判j

えられる O その理由として考えられるのは，結核l込iの分裂

速度が Coliよりも遥かに遅いため， Coliによって甲持!

に浴育 l必要な物質が消沈されね械的の栄薬分が不足する

のではないかと I;::...iうポである c然しヴjColiの色育をは

る!こ:Jll/c1 社 1 ，鳥円'}.i日!と :)1とに li~主、したよL1介に較べると喰うj'-J\\r

組度が溶ちる。ヱネ 7レギー仰の消伐とr=-"iう，1，，(から F.OJえば，

結核点l の[11: 1\:11寺間はゴH/LI'~î ，鳥川!可に較べてJ2!zI;'Hï いので

あるからJM山IIIの会 /JJ'はj呈くまで時されている常である。

また l刊の 1)~i;I; 1I子 i伐を 11年!日!的に.iQつてはても，者白の， Ebina 

]8)ノちが;{;べているごとくJIl/L!';cj，f') まこの Itlliが仙校

|利よりもι;jL、し， 手し酸脱水井、昨こしi，円1:9)，catalase 、i(び

に peroxydaseいjJ'3)4)刀総てについて JH/CI'f'1のプjがりj(

kて‘ある o iìf.ってよ~1長 10 11問にii'j'lせされる J，¥'J也Lilのエネ

ノレギーは， J有i'f i .r-Î7う川市長 1'1' iの場介よりも ~H;cl刊の}弘子干のノfI

が多l試であると考えて者支えなかろう。然るにx験れ'i%を
見れば，より t くエネルギ ~i'!J/t))伐されている常の ~;/i ，伐|込!

と J!~楼せしめた助介に Coli のだ脊は lj4ろを、いっかく見れ

ば，この現象を èìilこネネ lレギ -jl~iの y苓だけで説l リJする事

はできず. ~!'jJtl'.l，i ， .!"Ò 型!正!ともi;核 !~ti との問!と，なんらか代

l悦!二のillj{j¥が存在する事を示唆するものではなし功、と考え

られるの

次!と C.albを)1，域せしめたi号fTにおける抗酸111の了左

手fについョて考えて見ょう G C. alb自体は既に述べた 1m

Sauton格地lこ於てめんと、J将殖しi:}なl") Q 従ってこれをゴ(

結 論

人刑，;;j;!ti，f''J;4 j余， lIilじく弱志乃官界[('rlHf.i2株， BCG 

及び鳥~[)伊~ì 41~' ， -JI， :jIJj J~;HJIニ抗酸村ー|有 8 株を Co !i， Sta-

phylo， Proteus， C. albと共に Sauton棋士山己申養し，

vC酸性的の代謝過程が異るのにLむじて共棲成韻lこを違が現

われるか74かを観察した。 まだ特に Coli及び C.alb. 

については，その将殖に及ぼすツベルクリ γの影斜;を検討

したσfりたるIJX績は次の1，，11くである。

1)比政村 If.iと大腸lA'iとの)1，怯: q}i絞 r\'，ìl 立大~;，Mfì との

)1、憾によってそのJ仕組を同lえられるが，馬勾~I手 î ， )1抗|剥は

共桜による影響を受けなし'0大腸|附潟f臼一'1身lは立?打抗f克L酸悦lド附!判向と共lにこ

J附rミ安高畏tして もt吋、'Ji川¥(似{任{ (昨巾í. 1狛出fm乃fヂ安(~を'，:) とダ好糸?行iんんJど斧茅'J巡立のないJ榊持桝子弾硝t白{を示
すす一が守引IJ川!

とJ共1，惚せしめたLげ助P訪Jイ合ラよlり)もプ幾怪7注計}J榊f円f州ダ内納1I出f自{が一有Uるようである O

1n抗自主性|日!と C.alb.との)1，他 C.alb.は単独で

Sauton 1，'竹山中に培美したJ:t~{'iめんど"Jrl!.jはしないが，結核

|半!と )1、[こ iff弘、すると 1かめてHIー湿な 1\，1~>'.1立を j;?む 3 ーブj結核問

(土 C.alb.との共主主によってその16育がある:f¥'度同Jえられ

るc これに反しJllJLI有または鳥明l引を C.alb.と共lこ府長

したJ:JJi0，(とほ，前.(;の }Jに良好なだ育が児られ， C. alb. 

には少しのJPJ宇1I川JIJ立も!ぷめられなかった。

ill) I~IÍt-r}正妹，判J制ま~'iJ の ;~)fr ・以上の'団東をi昌じ，人

f¥'!11'1及び BCGの強毒株と弱毒株1'11互の問lこは，共桜成績

にそ遂をrぷめなかった

IV) 抗酸十l!'li とブドク状球 I''/，i または変形r'~i との共械:

j!~憾によるれj71ーの影響は II!:{ められなかったっ

Vl C. alb.及び大腕l苅のす在育に及ぼすツベルクリン

の影響 C. alb.は常[こツベルクリンによってJ特婚を著し

く促進される〈大嶋1"1は借地lこIJIIえられたヅベ1レクリシ浪
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度が正:il、場介!こは(1~1O~的，初期の問だけそのj将位が促

進される、

終り 1::'，御指導ならびに御校聞を賜った恩師穴原れれ

に深苛!する勺
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